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 要  旨 
ブロードバンド環境やスマートフォンの普及により，ネットワークにおけるトラヒック量は加速
度的に増加している．その対策として，通信路やサーバの大容量化，高速化が行われている．し
かしながら，ルーチングやトラヒック制御は，依然最短経路ルーチングが利用されているため，
ボトルネックとなっている．そのため，新たなルーチングの開発が必要となる． 
 
IP (Internet Protocol)ネットワークにおいて適切なルーチング方式を採用することは，トラヒッ
クリソースの割り当てを最適化することができ，ネットワークリソースの利用率や，ネットワー
クスループットを改善することができる． 
 
既存のネットワークにルーチングを導入する場合，以下の要求を考慮する必要がある．まず，ネ
ットワークを効率的に利用できるルーチングであること．次に既存のネットワークに容易に実装
できること．トラヒック変動に対して強固であること．そして，シンプルなトラヒック情報によ
って経路を決定できることである． 
 
本研究では，それらの要求に対応できる，トラヒック行列が未知であるホースモデルにおいて，
発ノードでトラヒックを分散せずに負荷分散を行う non-split S-OSPF を用いる． non-split 
S-OSPF では，発エッジノードにおいて，想定される最悪のネットワーク状態においてネットワ
ーク輻輳率を最小化できる１つの隣接ノードにトラヒックを転送する．各発/着ノード対で最適化
することにより，ネットワーク全体で負荷分散を行う． 
 
ホースモデルにおける non-split S-OSPFの経路決定問題は，整数計画問題として定式化される．
整数計画問題は実用時間で解くことが困難であるため，発見的アルゴリズムを提案し，その性能
について評価を行う．ルーチング性能を評価した結果，ホースモデルにおける non-split S-OSPF
は，classical SPR より良い性能を示し，ネットワークの条件によっては split S-OSPFとほぼ同
等の性能を有することを示す．また，実機における non-split S-OSPFの動作を確認するため，実
装アーキテクチャを提案，プロトタイプネットワークを構成し，動作を確認する． 
 
